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令和2年度の活動

•オンライン会議（連協、各団役員会）

・本社主催 オンライン研修への参加

・クリスマス献血キャンペーンへの参加

・令和3年度新歓活動に向けた準備

（SNS用 PR動画、チラシの作成）



クリスマス献血キャンペーン
＠イオンモール水戸内原



これまでの活動

令和元年度
防災ボランティアセミナー

海外たすけあい募金



水戸黄門漫遊マラソン

JRCメンバーとの交流会



近畿大学農学部赤十字奉仕団

奈良県内の福祉施設へ
手作りマスクを寄贈

静岡県青年赤十字奉仕団

静岡県内の赤十字病院へ
手作り医療用ガウンを寄贈

他県の活動事例



新潟県立大学
青年赤十字奉仕団

防災頭巾等の作り方動
画をSNSで配信

愛知県青年赤十字奉仕団

「にっせきおうち
キッズプロジェクト」

在宅で過ごす親子に向けて
おもちゃの作り方動画を
SNSで配信



熊本県青年赤十字奉仕団
大分県青年赤十字奉仕団

合同 防災研修
エアーテントの設営訓練 等

熊本県青年赤十字奉仕団

令和2年7月豪雨災害
救援物資の積み込み
災害対策本部のクロノロジー（経過
対応記録）のデータ入力等



北陸大学学生赤十字奉仕団

廃棄する実験器具で試験管アートを作成

本社 ユース委員会

ゴールデンウィーク
STAY HOME チャレンジ

奈良県青年赤十字奉仕団等が参加



これからのボランティア

【持続可能な開発目標（SDGs）】
すべての人々にとってよりよい、より持続可能な未来を築くために
国連が掲げた17の世界的目標、169の達成基準、232の指標から
なる持続可能な開発のための国際的な開発目標。

今、企業や団体の社会貢献、個人が行うボランティアを考えるうえで
もっとも注目されている指標です。



① 献血

献血をすることはもちろん、献血の呼び掛け（広報活動）は、
3つ目の目標「すべての人に健康と福祉を」につながります。
また、「献血セミナー」を企画することは、
4つ目の目標「質の高い教育をみんなに」につながります。

青年奉仕団ができるSDGｓの活動って？

【上智大学】
サッカー部が大学の学生と教員を巻き
込み、2日間で108人の集団献血を成功
させた。



② 寄付・募金

赤十字社への寄付は、災害救護活動をはじめ、「人のいのちと健康、
尊厳を守る」あらゆる活動を支援することができます。

・BOOKOFF 寄付プログラム「キモチと」

不要になった物品（本やCD、衣類など）を
BOOKOFFが買い取り、査定額を日赤へ寄付
するサービス。



大事なことは「赤十字」を
より多くの方に知ってもらうこと

SNSで「赤十字」をPRすることも立派な活動です。
奉仕団の活動を積極的にSNSで紹介しましょう。
また、日本赤十字社（本社）や茨城県支部の投稿をリツイートす
ることで多くの方が「赤十字」を知ることができます。

日赤茨城県支部もSNSで赤十字活動の紹介をしています。
フォローをお願いします！



コロナ禍だから「できない」ではなく、

今「できる」ことを探し、

新しい活動に「挑戦」しましょう！


